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柳川市民文化会館

白秋ホール（柳川市上宮永43-1）

水都やながわ127
4,000円 3,000円

Ticket

い
ざ
御
船
出
で
ま
せ
や

い
ざ
御
船
出
で
ま
せ
や

旗
雲
の
豊
の
茜
に
、

旗
雲
の
豊
の
茜
に
、

〜
日
向
美
々
津
よ
り
美
し
の
大
和
へ
〜

〜
日
向
美
々
津
よ
り
美
し
の
大
和
へ
〜

う
る
は

う
る
は

海
道
東
征



有
明
海
沿
岸
道
路

西
鉄
柳
川
駅

443

208

九
州
自
動
車
道

北原白秋生誕１４０年記念公演

会場へのアクセス

注：①�上記のバス時刻は、７月時点での時刻です。ご来場の際には、事前に時刻表を確認し、
余裕を持ってお越し下さい。

　　②�公演当日は、駐車場が混雑することが予想されます。当会場での駐車台数が限られて
いますので、できるだけ公共交通機関をご利用下さい。

■西鉄柳川駅からタクシーで約６分
■�西鉄柳川駅［西口］から堀川バス（瀬高・柳川線）「杉森学園前・亀の井ホテル柳川」方
面に乗車し、「杉森学園前」下車（約８分）　そこから会場まで徒歩約５分

■�西鉄柳川駅［西口２番のりば］から西鉄バス（路線６番：沖新線）「御花前／早津江」
方面に乗車し、「布橋（ぬのばし）」下車（約８分）　そこから会場まで徒歩約８分

西鉄柳川［西口］発　１１：２5⇒１１：３3　１１：５5⇒１２：０3　１２：２5⇒１２：３3

西鉄柳川［西口］発　１１：３０⇒１１：３８　１２：３０⇒１２：３８

白秋のまち“海道東征”合唱団合
唱

海道東征ってなあ〜に？
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　「古事記」では、神武天皇は水軍を率いて日向を出発、瀬戸内海
を経て大和の国を征服し初代天皇に即位したとされています。こ
れがいわゆる「神武東征」の神話で、このときお船出されたのが、
耳川口の美々津港です。その際、沖合の二つの岩礁（左：一ツ神、右：
七ツバエ）の間（「お船出の瀬戸」）を抜けてお船出されたそうです。
　右の岩礁の七ツバエには、神武天皇の東遷二千六百年祭（昭和９
年）に建立された美々津港灯台があり、「お船出の瀬戸」の夜の海
を永遠に照らしつづけているこの灯台は、神武伝説にちなんで「神
のみあかし」「みひかりの灯」とも呼ばれています。また、この灯台
の脇には神話の地らしく小さな祠も立っています。

解説：背景画像《日向美々津》について
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交聲曲
「海道東征」

　「海道東征」は、北原白秋が晩年、病魔と闘いながら自らの集大成として昭
和１４年（１９３９年）に作成された長編詩で、八つの章から成っています。それは、
日本のはじまりを描く叙事詩として「古事記」や「日本書紀」等の記述を基に、
天地開闢、国産み、天孫降臨、神武東征、大和政権の樹立までの物語を壮大に
して格調高く、勇壮にして美しい大和言葉のリズム（韻律）で書き上げました。
　この詩に独唱、合唱、管弦楽のための「交声曲」（カンタータ）として作曲し
たのが、日本作曲界の創成期を代表する信時潔で、畢生の代表作です。
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古事記における東征ルート


